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２７．民生用火薬製造でスタートした宇治火薬製造所 その１ 

フェイスブック掲載日 2021/11/6 

 

 明治 24 年 8 月、蹴上御陵村での火薬製造所建築を一旦見合わせた明治政府は、

日清戦争が始まると、それまで板橋・岩鼻・目黒の三カ所に置かれていた陸軍の火

薬製造所だけでは足りず、宇治火薬庫の西隣の広い田園地帯に火薬製造所を設置

しました。 

 政府は明治 12 年に火薬取締規則を布告し、火薬は「人民に於て製造すること」を

禁じ、「陸軍海軍両省より其貯蔵品を払下ぐべきもの」とし、「戦時若くは事変に際して

は陸軍卿海軍卿は火薬類の払下げを停止し内務卿は其売買運搬を停止することあ

る可し」などと定めていました。 

 日清戦争までは軍用より民政用の需要のほうが大きかったのですが、明治 27 年 7

月、日清戦争が始まると軍は、「現在の火薬製造所に在ては目下陸海軍需用火薬製

造多数にして、到底鉱業用の火薬を製造するの余裕無之依り不得止軍事上に関す

るものの外は当分払下致停止」としました。 

 その結果、民生用火薬を使用する鉱業者をはじめ、府県知事、鉄道省などから陸

軍省に対して払下げを求める要請が相次ぎ、ついに同年 8 月 15 日、農商務大臣子

爵榎本武揚は陸軍大臣伯爵大山巌に対し、「火薬の儀は鉱業上最要不可欠ものな

るに今や内外共に供給の途を失いたれば其困難損害当業者に止まらず国家経済上

にも少なからざる影響を来たしたる」との強い要請を行いました。 

 これを受け、同年 8 月 24 日、大山巌は内閣総理大臣伯爵伊藤博文にたいし「農商

務大臣との協議の趣有之此際一の火薬製造所を新設致度其新設費用概算別紙計

画書の通閣議を請う」と請議し、同年 8 月 29 日には「請議の通閣議決定相成然るべ

し」と決定されました。 

 日清戦争開戦から 1 ヶ月で火薬製造所建設予算が付きましたが、まだ建設予定地

は決まっていません。同年 11 月 1 日には、「急遽假工場を設備し、鉱山綿火薬を製

造し、民間の需用に充てた」と記録がありますので、わずか 2 ヶ月のあいだに火薬製

造所の場所の確定から建設までが行われたことになります。この経過は次回に。 
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